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一
　�Lilla Kyrkhults Farm

　
　
　
　
　
　（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

　

　
「L

illa 

K
yrkhults 

Farm

」
の

牧

場

経

営

者

は
、

二
〇
〇
七
年

両
親
か
ら
牛

や
酪
農
施
設

を
買
取
り
、

経
営
を
引
き

継
ぎ
、
現
在
の
経
営
者
で
七
代
目
に
な
る
。

牧
場
は
二
〇
〇
九
年
に
新
築
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
の
建
設
と
同
時
に
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
二

台
を
導
入（
一
台
当
た
り
八
万
四
千
ク
ロ
ー

ネ
〈
日
本
円
で
約
百
二
十
七
万
四
千
円
〉）、

搾
乳
牛
八
十
五
頭
か
ら
百
四
十
頭
ま
で
増
や

し
、
総
頭
数
三
百
頭
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

放
牧
地
十
四
ha
、
牧
草
地
百
五
十
ha
を
所

有
し
、
主
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
牧
草
、
麦
を

自
給
し
、
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
期
間
の
内

四
ヵ
月
間
は
一
日
六
時
間
の
放
牧
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
放
牧
期
間

に
あ
た
る
夏
場
の
一
頭
当
た
り
の
平
均
搾
乳

回
数
は
、
冬
季
の
三
回
を
下
回
り
二
・
六
回
。

放
牧
期
間
中
は
こ
れ
に
よ
っ
て
高
泌
乳
牛
の

搾
乳
回
数
を
妨
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、

こ
う
い
っ
た
新
築
牛
舎
を
バ
ッ
ク
に
広
大
な

放
牧
地
で
の
ん
び
り
過
ご
す
牛
を
見
て
い
る

と
、の
ど
か
で
と
て
も
良
い
印
象
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
乳
価
は
今
年
五
月
二
・
九
ク

ロ
ー
ネ
/
㎏
か
ら
三
・
三
ク
ロ
ー
ネ（
〇
・
四

€
／
㎏
）【
日
本
円
換
算
で
約
五
十
円
／
㎏
】

へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
北

海
道
乳
価
よ
り
も
低
く
、
政
府
か
ら
の
所

得
補
償
も
な
い
現
状
で
あ
っ
た
。
一
頭
当

た
り
の
年
間
乳
量
は
一
万
四
百
㎏
で
日
量

三
千
七
百
五
十
㎏
。
飼
料
代
は
生
乳
生
産
一

㎏
当
た
り
一
・
七
ク
ロ
ー
ネ（
日
本
円
に
換

算
で
約
二
十
六

円
）
で
、
乳
価

が
日
本
よ
り
低

い
た
め
乳
飼
比

は
五
十
二
％

程
度
で
あ
っ

た
。（

注

：

一
ク
ロ
ー
ネ

は
日
本
円
で

十
五
・
一
七
円
）

第 47回ヨーロッパ酪農視察研修報告

橋本圭介さんからの視察だより
ヨーロッパ９日間の旅

　（一社）広島県酪農協会は、（一社）全国酪農協会が行う「ヨーロッパ酪農視察」等、後継者育成支援事業と
して助成金を交付して、今後「広島の酪農」を担う酪農従事者を応援しています。
　去る 9月 4日から 12 日の 9日間、スウェーデン、デンマーク、ドイツ、スイス、フランス各国を巡る欧
州視察に、橋本洋資組合員（三次市作木町）のご子息・圭介さんが参加され、研修報告が届きましたので皆さ
んにご紹介します。

橋本圭介さん

☜橋本さん
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二
十
年
前
ま
で
あ
っ
た「
ヘ
ル
パ
ー
制
度
」

は
費
用
が
掛
か
る
と
い
う
理
由
で
廃
止
さ

れ
、
自
由
な
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
い
の
が

実
情
で
、
自
助
努
力
で
経
費
を
抑
え
、
従
業

員
を
雇
用
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
　
デ
ン
マ
ー
ク
農
協
中
央
会
　

　

首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
デ
ン
マ
ー
ク

に
お
け
る
農
業
事
情
の
講
演
を
聞
い
た
。

乳
業
メ
ー
カ
ー
は
二
十
九
社
の
う
ち
農
協

系
乳
業
が
十
社
と
九
十
六
・
五
%（
そ
の
内

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
規
模
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の

「
A
r
l
a
社
」が
九
十
%
）を
占
め
、
民
間

メ
ー
カ
ー
の
割
合
は
三
・
五
%
。
デ
ン
マ
ー

ク
は
、
国
民
一
人
当
た
り
年
間
約
十
八
㎏
の

チ
ー
ズ
を
消
費（
日
本
国
民
は
年
間
約
二
㎏

を
消
費
）し
て
い
る
が
、
生
産
し
た
生
乳
を

自
国
内
で
は
全
て
賄
え
ず
、
生
産
し
た
チ
ー

ズ
の
七
割
は
輸
出
に
依
存
し
て
い
る
。
乳
製

品
の
輸
出
量
は
豚
肉
に
次
い
で
二
番
目
に
多

く
、
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
は
重
要
な
輸
出
相

手
国
で
あ
る
が
、
四
年
前
を
境
に
中
国
へ
の

輸
出
量
が
急
増
し
、
現
在
は
中
国
へ
の
輸
出

量
は
日
本
へ
の
輸
出
量
の
約
三
倍
と
な
っ
て

い
る
。

　

二
〇
〇
四
年
、
E
U
が
補
助
金
を
削
減
し

乳
価
が
下
落
、
毎
年
十
％
の
割
合
で
離
農
が

進
み
、
二
〇
〇
三
年
の
七
千
二
百
戸
か
ら

二
〇
一
三
年
で
は
三
千
八
十
六
戸
と
十
年
間

で
約
半
数
ま
で
激
減
し
て
い
る
。
近
年
の
減

少
率
は
低
下
し
て
は
い
る
も
の
の
、
銀
行
の

理
解
に
よ
っ
て
経
営
を
維
持
出
来
て
い
る
農

家
が
全
体
の
十
五
%
、
四
十
%
は
非
常
に
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
る
と
聞
い
た
。

　

二
〇
〇
五
年
に
は
、
EU
の
ク
オ
ー
タ
制
度

が
廃
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、
酪
農
お
よ
び
乳

業
へ
の
影
響
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
、
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
方
法
と
し
て
一
%
ず
つ
の

生
産
増
を
計
画
し
て
い
る
。

　

酪
農
家
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、

規
模
拡
大
を
図
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
生
乳
生
産
量
は
減
少
し
て
い
な
い
。

「
A
r
l
a
社
」は
今
後
、
ア
フ
リ
カ
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

三
　Vejlskovgard

農
場

（
デ
ン
マ
ー
ク
）

　　

近
代
的

な
農
場
と

酪
農
施
設

を
視
察
し

た
。
ま
ず

驚
か
さ
れ

た
の
は
、
外
観
で
は
ど
の
建
物
が
牛
舎
か
分

か
ら
な
い
程
の
斬
新
な
建
築
物
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
、
自
己
資
金
の

二
千
五
百
万
ク
ロ
ー
ネ（
一
ク
ロ
ー
ネ
は

日
本
円
換
算
で
十
七
・
八
四
円
・
自
己
資

金
は
約
四
億
四
千
六
百
万
円
）
と
銀
行
か

ら
二
千
万
ク
ロ
ー
ネ
の
投
資（
日
本
円
で

三
億
五
千
六
百
八
十
万
円
）を
受
け
て
、
酪

農
に
関
係
の
無
い
建
築
士
に
依
頼
し
て
新

設
。
作
業
効
率
が
良
く
、
将
来
的
に
都
会
化

し
て
も
調
和
の
と
れ
る
造
り
に
し
た
と
い

う
。

　

牛
舎
は
通

路
が
十
文

字
に
通
っ
て

お
り
、
通
路

の
周
り
に
は

分
娩
か
ら
乾

乳
ま
で
の
ス

テ
ー
ジ
毎
に

細
か
く
群
分

け
さ
れ
て
、
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
れ
ば
隣
に
移

動
し
さ
え
す
れ
ば
良
い
、
非
常
に
効
率
的
な

構
造
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
新
設
さ
れ
た
成
牛
牛
舎
は
現
在
、
成

牛
四
百
頭
で
、
三
百
四
十
頭
を
六
台
の
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
で
搾
乳
し
て
い
た
。
年
間
一
頭
当

た
り
の
乳
量
は
一
万
千
三
百
㎏（
三
十
四
㎏

酪農協会の窓

/
日
）で
年
内
中
に
は
一
万
二
千
㎏
の
見
込

み
で
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
二
台
増
設
し
、
成

牛
六
百
頭
に
増
頭
予
定
と
聞
い
た
。
ま
た
、

飼
料
給
与
、
エ
サ
寄
せ
、
搾
乳
、
除
糞
、
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
の
敷
料
補
充
な
ど
、
殆
ど
の

作
業
は
機
械
で
自
動
化
さ
れ
、
作
業
の
時
間

短
縮
と
軽
減
が
図
ら
れ
、
総
頭
数
七
百
頭
の

飼
養
管
理
を
僅
か
三
名
で
行
い
、
人
件
費
削

減
に
努
め
て
い
た
。
一
日
の
作
業
終
了
時
間

も
十
八
時
と
近
未
来
型
を
目
指
す
農
場
と
い

う
こ
と
で
、
今
後
は
養
豚
な
ど
酪
農
以
外
の

分
野
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

四
　M

ilchhof Reitbrook Farm

（
ド
イ
ツ
）

　

隣
の
農
家
二
件
の
共
同
経
営
で
牛
舎
は
そ

れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
。
こ
の
牧
場
の
特
徴
は
、

牛
乳
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
製
造
販
売
で
あ
っ

た
。

　

牛
乳
は
低
温
殺
菌
牛
乳
と
無
殺
菌
牛
乳
の

二
種
類
で
、
出
荷
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

販
売
出
来
る
よ
う
で
、
ド
イ
ツ
国
内
で
四
十

戸
の
農
家
が
認
可
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
も

牛
も
母
乳
は
殺
菌
せ
ず
に
飲
む
の
だ
か
ら
」

と
い
う
理
屈
ら
し
い
が
、
そ
の
シ
ェ
ア
は

『
低
温
殺
菌＞

無
殺
菌
』。
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
プ

レ
ー
ン
の
他
に
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
も
の
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等
十
九
種
類
と
豊
富
で
あ
っ
た
。

　

販
路
は
約
千
件
の
家
庭
の
他
に
学
校
や
レ

ス
ト
ラ
ン
等
が
あ
り
、
自
分
達
で
配
達
し
て

い
る
こ
と
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

　

私
の
祖
父
も
七
十
歳
過
ぎ
ま
で
牛
乳
配
達

を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昔
な
が
ら
の
や
り

方
と
も
感
じ
た
が
、
牛
乳
を
確
実
に
消
費
者

に
届
け
、
飲
ん
で
貰
う
と
い
う
意
味
で
は
牛

乳
配
達
は
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
も
思

え
、
消
費
者
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
酪
農
を

す
る
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
ら
れ
た
気
が
し

た
。

五
　Alfred Kolb Farm（
ス
イ
ス
）

　　

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
か
ら
少
し
下
っ
た

ル
ッ
チ
ェ
ン
タ
ー
ル
地
方
で
山
岳
酪
農
を
営

む
コ
ル
ブ
牧
場
を
視
察
し
た
。

　

シ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
と
レ
ッ
ド
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
を
掛
け
合
わ
せ
た
ス
イ
ス
フ
レ
ッ
ク

フ
ィ
ー
と
い
う
品
種
の
牛
を
二
十
頭
飼
育
し

て
い
た
。
一
頭
当
た
り
の
乳
量
は
六
千
〜

七
千
㎏
。
六
～
九
月
ま
で
の
約
百
日
間
は
標

高
千
六
百
ｍ
～
二
千
m
の
共
同
放
牧
地
に
牛

を
放
し
、
山
で
搾
乳
を
す
る
。
チ
ー
ズ
製
造

は
一
シ
ー
ズ
ン
一
頭
当
た
り
八
十
〜
百
㎏
を

製
造
。
冬
は
牛
を
下
し
て
舎
内
で
繋
飼
い
。

　

山
岳
放
牧
の
過
酷
さ
は
、
綺
麗
で
穏
や
か

な
ス
イ
ス
の
放
牧
風
景
か
ら
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
。国
か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
も
の
の
、

ご
主
人
は
冬
場
に
は
ス
キ
ー
場
で
ア
ル
バ
イ

ト
、
奥
さ
ん
は
年
中
、
酪
農
と
養
老
院
を
掛

け
持
ち
し
て
生
計
を
立
て
、
四
人
の
子
供
達

も
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
て
い
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、「
山

岳
放
牧
」と
い
う

厳
し
い
労
働
環

境
に
見
合
う
だ

け
の
収
益
性
が

な
け
れ
ば
後
継

者
を
確
保
す
る

こ
と
は
難
し
い

よ
う
に
も
思
え

た
。

六
　
最
後
に

　

こ
の
九
日
間
に
亘
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
五
か
国

の
視
察
研
修
は
、
大
変
有
意
義
な
研
修
で
し

た
。
国
や
地
域
に
よ
っ
て
、
酪
農
事
情
や
条

件
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方

で
試
行
錯
誤
し
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
T
P
P
交
渉
の
動
向
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
関
税
撤
廃

に
よ
っ
て
日
本
の
酪
農
業
界
に
及
ぼ
す
影
響

は
多
大
な
も
の
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
ま

す
。

　

我
々
は
酪
農
業
を
生
業
と
し
て
、
生
計
を

立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
回

の
視
察
に
お
い
て
、生
産
努
力
や
販
売
戦
略
、

酪
農
に
よ
る
地
域
貢
献
性
な
ど
大
変
刺
激
に

な
っ
た
こ
と
が
多
く
、
改
め
て
「
自
分
な
り

の
酪
農
と
は
何
か
」を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
に
あ
た
り
、
家
族
を
は

じ
め
、
視
察
に
あ
た
り
協
力
し
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
今
回
の
研
修

で
得
た
も
の
を
今
後
の
酪
農
経
営
の
糧
に
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


